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【
注
意
事
項
】

　
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
ハ
ー
メ
ル
ン
」
で
掲
載
中
の
作
品
を
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
し
た
も
の
で

す
。

　
小
説
の
作
者
、「
ハ
ー
メ
ル
ン
」
の
運
営
者
に
無
断
で
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
作
品
を
引
用
の
範
囲
を

超
え
る
形
で
転
載
・
改
変
・
再
配
布
・
販
売
す
る
こ
と
を
禁
じ
ま
す
。

　　【
あ
ら
す
じ
】

　
大
戦
末
期
に
正
史
と
は
異
な
り
、
連
合
国
と
の
講
和
を
成
功
さ
せ
て
別
の
歴
史
を
歩
ん
だ
日
本
。
東

西
冷
戦
や
大
東
亜
維
新
等
の
荒
波
に
飲
ま
れ
な
が
ら
も
常
に
前
へ
進
ん
で
き
た
日
本
人
。
二
度
に
渡

る
大
戦
後
も
人
類
は
争
い
の
歴
史
を
繰
り
返
し
、
冷
戦
末
期
か
ら
は
動
き
を
活
発
化
さ
せ
た
巨
大
不
明

生
物
（
通
称
：
怪
獣
）
や
異
星
人
の
脅
威
に
も
立
ち
向
か
わ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

　
こ
れ
は
怪
獣
や
異
星
人
の
脅
威
に
立
ち
向
か
っ
て
き
た
戦
士
達
の
物
語
で
あ
る
。

　
こ
の
話
は
あ
く
ま
で
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
で
す
。
実
在
の
人
物
、
団
体
等
と
は
一
切
関
係
あ
り
ま
せ
ん
。
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大
日
本
皇
国
の
歴
史
①

　　
昭
和
１
９
年
（
西
暦
１
９
４
４
年
）
初
頭
、
圧
倒
的
な
物
量
で
迫
る
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
軍
と
イ
ギ
リ

ス
連
邦
軍
を
前
に
し
、
大
日
本
帝
国
の
敗
北
は
目
前
か
と
思
わ
れ
た
。
だ
が
日
本
軍
は
急
ピ
ッ
チ
で
戦

線
整
理
を
進
め
、
中
部
太
平
洋
諸
島
と
南
西
諸
島
及
び
台
湾
、
満
蒙
周
辺
と
北
支
（
中
支
の
一
部
も
含

む
）、
仏
印
周
辺
を
拠
点
と
し
た
防
衛
戦
略
を
打
ち
出
し
た
。

　
絶
対
国
防
圏
で
あ
る
マ
リ
ア
ナ
諸
島
を
巡
る
戦
い
に
は
敗
れ
た
が
、
パ
ラ
オ
諸
島
や
小
笠
原
諸
島
、

南
西
諸
島
の
戦
い
で
は
持
久
戦
に
持
ち
込
む
こ
と
に
成
功
。
こ
れ
に
加
え
て
、
か
ね
て
よ
り
進
め
て
き

た
核
開
発
も
成
功
を
収
め
、
１
９
４
４
年
末
か
ら
１
９
４
５
年
初
頭
に
か
け
て
準
核
兵
器
と
も
呼
ぶ
べ

き
特
殊
爆
弾
を
完
成
さ
せ
た
。

　
さ
ら
に
は
調
査
の
結
果
、
従
属
国
で
あ
っ
た
満
州
国
に
莫
大
な
油
田
が
あ
る
こ
と
も
判
明
し
、
こ
れ

ら
を
交
渉
の
カ
ー
ド
と
し
て
日
本
は
連
合
国
と
の
和
平
交
渉
に
臨
む
こ
と
が
出
来
た
。

　
連
合
国
と
の
講
和
後
も
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
及
び
北
イ
タ
リ
ア
政
府
と
連
合
国
間
の
完
全
講
和
も
仲
介

す
る
な
ど
、
連
合
国
側
に
協
力
的
な
態
度
を
取
っ
た
。
こ
れ
ら
の
功
績
を
評
価
さ
れ
、
日
本
は
連
合
国

に
よ
る
占
領
統
治
を
逃
れ
ら
れ
る
こ
と
が
出
来
た
。
だ
が
そ
の
代
わ
り
に
以
下
の
条
件
を
飲
ま
な
け

れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
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①
「
英
米
型
の
民
主
主
義
的
な
憲
法
へ
の
改
正
」

　
②
「
天
皇
の
存
在
を
英
国
式
の
立
憲
君
主
と
す
る
こ
と
」

　
③
「
国
軍
及
び
治
安
機
関
の
縮
小
近
代
化
し
、
英
米
型
の
組
織
に
変
え
る
こ
と
」

　
④
「
今
後
、
連
合
国
と
協
力
し
て
戦
争
責
任
者
や
戦
争
犯
罪
人
を
処
罰
す
る
」

　
さ
ら
に
は
日
本
軍
が
日
清
・
日
露
の
戦
い
や
支
那
事
変
で
確
立
し
た
満
州
国
及
び
内
蒙
古
の
権
利
も

日
本
の
手
か
ら
離
れ
て
ア
メ
リ
カ
側
に
移
譲
さ
れ
た
。

　
大
日
本
帝
国
は
国
名
を
日
本
国
に
改
め
、
国
家
改
造
と
同
時
進
行
で
戦
後
の
レ
ー
ル
を
走
る
こ
と
と

に
な
っ
た
。
日
本
国
民
の
多
く
は
や
っ
と
平
和
が
訪
れ
る
と
喜
ん
だ
が
、
第
二
次
世
界
大
戦
終
結
も
そ

の
兆
し
は
見
ら
れ
ず
、
今
度
は
ア
メ
リ
カ
と
ソ
連
が
列
強
に
成
り
代
わ
っ
て
新
た
な
世
界
秩
序
を
構
築

す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。

　
そ
の
結
果
、
世
界
は
資
本
主
義
陣
営
と
社
会
主
義
陣
営
に
二
分
さ
れ
各
国
は
米
ソ
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー

を
か
け
た
泥
沼
の
戦
い
に
巻
き
込
ま
れ
て
い
っ
た
。

　
隣
の
満
州
国
で
も
新
た
な
動
き
が
見
ら
れ
た
。
国
府
政
府
の
在
洛
ぶ
り
を
嘆
い
た
英
米
は
、
当
初
の

方
針
を
転
換
し
て
日
本
の
手
で
整
備
さ
れ
た
満
州
国
に
着
目
し
、
こ
の
地
を
新
た
な
反
共
の
防
波
堤
と

位
置
付
け
た
。
日
本
だ
け
で
な
く
米
英
か
ら
の
協
力
を
得
て
、
満
州
国
は
第
二
次
国
共
内
戦
の
波
を
乗

り
越
え
、
東
ト
ル
キ
ス
タ
ン
や
内
蒙
古
、
北
支
、
山
東
省
、
浙
江
省
、
江
蘇
省
の
一
部
を
編
入
す
る
こ

と
に
も
成
功
し
た
。
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そ
の
甲
斐
も
あ
っ
て
、
同
国
は
日
本
と
並
ぶ
ア
ジ
ア
の
大
国
と
し
て
の
地
位
を
確
立
し
、
昭
和
２
４

年
（
西
暦
１
９
４
９
年
）
に
は
国
名
を
満
州
帝
国
と
改
め
た
。
ま
た
外
交
に
関
し
て
も
隣
国
の
韓
国
ほ

ど
で
は
無
い
が
、
日
本
と
は
距
離
を
置
い
た
英
米
重
視
の
外
交
を
展
開
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
と
こ
ろ
が
第
二
次
日
ソ
戦
争
（
第
一
次
は
終
戦
か
ら
数
カ
月
後
に
勃
発
）
と
朝
鮮
戦
争
の
勃
発
は
、
日

満
の
関
係
を
改
善
さ
せ
る
転
機
と
な
っ
た
。
大
陸
か
ら
追
わ
れ
て
台
湾
の
一
部
に
政
府
を
確
立
し
て

い
た
国
府
も
両
国
に
協
力
し
、
東
ア
ジ
ア
反
共
連
合
軍
は
西
側
諸
国
と
共
に
中
ソ
と
北
朝
鮮
か
ら
成
る

連
合
軍
を
迎
え
撃
っ
た
。
ま
た
同
時
期
の
東
南
ア
ジ
ア
で
も
変
化
の
波
が
生
じ
て
お
り
、
北
ベ
ト
ナ
ム

の
ホ
ー
・
チ
・
ミ
ン
政
府
や
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
ス
カ
ル
ノ
政
府
が
欧
米
か
ら
の
独
立
戦
争
を
戦
っ
て
い

た
。

　
そ
し
て
、
東
南
ア
ジ
ア
地
域
の
要
所
で
あ
る
旧
仏
印
の
戦
い
は
ア
メ
リ
カ
や
イ
ギ
リ
ス
、
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、
国
府
と
い
っ
た
西
側
諸
国
の
目
を
引
く
こ
と
に
な
っ
た
。
当
初
、
彼

ら
は
朝
鮮
半
島
と
同
様
に
軍
事
介
入
を
画
策
し
た
が
、
出
来
た
の
は
限
定
的
な
陸
海
空
各
軍
の
展
開
と

軍
事
支
援
の
み
で
あ
っ
た
。
い
く
ら
彼
ら
が
強
か
ろ
う
と
も
、
ソ
連
と
の
全
面
戦
争
の
危
険
性
を
孕
む

中
で
、
こ
れ
以
上
火
種
を
増
や
す
こ
と
は
得
策
で
は
無
か
っ
た
。
そ
こ
で
最
近
ま
で
同
地
に
展
開
し
て

い
た
日
本
軍
の
存
在
が
目
に
留
ま
り
米
英
豪
の
圧
力
で
日
本
国
は
イ
ン
ド
シ
ナ
半
島
に
お
け
る
兵
力

増
強
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

　
第
二
次
国
共
戦
争
や
第
二
次
日
ソ
戦
争
に
引
き
続
き
、
日
本
軍
は
再
び
西
側
諸
国
の
代
理
人
と
し
て
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戦
争
を
戦
う
こ
と
に
な
り
、
人
的
・
物
的
負
担
は
減
る
ど
こ
ろ
か
増
え
る
ば
か
り
で
あ
っ
た
。
米
英
仏

豪
は
日
本
弱
体
化
の
野
望
を
忘
れ
去
り
、
今
や
如
何
に
日
本
を
利
用
す
る
か
に
重
点
を
置
く
よ
う
に

な
っ
た
。

　
北
ベ
ト
ナ
ム
を
占
拠
し
て
い
た
解
放
勢
力
は
、
戦
直
後
か
ら
巧
み
な
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
戦
を
展
開
し
、

大
東
亜
共
栄
圏
の
実
現
を
信
じ
て
戦
っ
た
多
く
の
日
本
軍
将
兵
の
心
を
掴
ん
だ
。
こ
れ
に
よ
り
、
彼
ら

の
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
惹
か
れ
た
将
兵
の
脱
走
が
相
次
ぎ
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
や
ビ
ル
マ
と
同
様
、
現
地
の
解

放
軍
に
参
加
す
る
者
が
続
出
し
た
。
そ
の
た
め
、
当
初
か
ら
日
本
軍
将
兵
の
士
気
は
低
く
、
多
く
は
欧

米
諸
国
の
手
駒
と
な
っ
て
戦
う
こ
と
に
疑
問
を
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。

　
そ
し
て
、
１
９
４
０
年
代
末
に
起
こ
っ
た
現
地
人
将
兵
の
蜂
起
に
触
発
さ
れ
、
遂
に
は
日
本
軍
将
兵

の
反
乱
事
件
も
勃
発
し
た
。
彼
ら
の
多
く
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
独
立
戦
争
下
の
反
乱
事
件
の
時
と
同
様
、

欧
米
人
将
兵
に
牙
を
向
け
た
た
め
、
仏
印
の
都
市
部
で
は
大
規
模
な
市
街
戦
が
展
開
さ
れ
た
。

　
こ
の
一
報
を
受
け
た
日
本
政
府
は
、
東
南
ア
ジ
ア
地
域
に
お
け
る
戦
争
協
力
策
の
見
直
し
を
迫
ら

れ
、
１
９
５
２
年
頃
ま
で
に
ラ
オ
ス
と
カ
ン
ボ
ジ
ア
を
除
く
地
域
か
ら
撤
退
し
た
。
ま
た
東
ア
ジ
ア
の

戦
い
も
収
束
へ
と
向
か
い
、
ア
ジ
ア
地
域
は
東
西
冷
戦
の
最
前
線
と
し
て
両
陣
営
が
対
峙
す
る
状
況
が

続
く
こ
と
に
な
る
。

　
こ
の
時
代
は
東
西
冷
戦
の
幕
引
き
と
な
り
、
以
降
も
世
界
各
地
で
東
西
代
理
戦
争
が
繰
り
広
げ
ら
れ

る
が
、
同
時
に
新
生
日
本
に
と
っ
て
も
大
き
な
転
機
と
な
っ
た
。
こ
の
戦
争
を
通
じ
て
日
本
の
立
場
を
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理
解
し
た
改
革
派
の
軍
人
、
政
治
家
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
、
知
識
人
に
加
え
、
旧
仏
印
や
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
か
ら
帰
還
し
た
残
留
将
兵
達
は
欧
米
諸
国
の
属
国
と
化
し
た
祖
国
の
現
状
に
強
い
危
機
感
を
抱
き
、

も
は
や
世
界
的
な
運
動
と
な
っ
て
い
た
ア
メ
リ
カ
や
ソ
連
、
西
欧
、
中
共
に
左
右
さ
れ
な
い
国
造
り
を

志
す
よ
う
に
な
っ
た
。
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